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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期
第２四半期
連結累計期間

第35期
第２四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (百万円) 34,279 46,304 81,527

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △2,557 2,623 △6,538

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(百万円) △3,289 1,612 12,831

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △732 1,569 13,978

純資産額 (百万円) 47,201 60,920 58,339

総資産額 (百万円) 113,089 94,438 105,105

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △75.53 37.03 298.11

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益金額

(円) － 37.02 －

自己資本比率 (％) 38.9 61.6 52.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △4,998 △8,333 △6,480

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,362 △2,218 70,041

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 6,857 837 △28,928

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 18,447 42,967 52,654
 

 

回次
第34期
第２四半期
連結会計期間

第35期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △36.36 35.58
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２ 第34期第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純損失金額及び第34期の１株当たり当期純利益金額の算定

上、従業員持株会信託型ESOP信託口に残存する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

３ 第34期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

４ 第34期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

５ 「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等について

は、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

(その他)

当第２四半期連結会計期間において、バーチャル・エイベックス㈱を設立し、連結子会社としております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性がある

と認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての

重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 経営成績の状況

当社グループが属するエンタテインメント業界の環境としましては、音楽ビデオを含む音楽ソフトの生産金

額が前年同期比1.1％減の1,362億88百万円(2021年１月～９月。一般社団法人日本レコード協会調べ)、有料音

楽配信売上金額が前年同期比15.5％増の436億９百万円(2021年１月～６月。一般社団法人日本レコード協会調

べ)となりました。映像関連市場につきましては、映像ソフトの売上金額が前年同期比1.0％減の934億58百万円

(2021年１月～８月。一般社団法人日本映像ソフト協会調べ)となったものの、映像配信市場は、映像配信サー

ビスの強化や、テレビデバイス対応及び5Gの普及等ユーザーの利便性に繋がる環境の変化を踏まえ、今後も拡

大することが予想されます。

このような事業環境の下、当社グループでは中長期的な成長を実現するため、強いIPの創造に向けて、アー

ティスト・タレント・クリエイターの発掘・育成に継続して取り組み、音楽・アニメ・映像コンテンツのオリ

ジナル作品の企画制作や他社作品のライセンス許諾等により作品の取扱いラインナップを強化するとともに、

グローバルな展開を行っている国内外の有望なパートナー企業との連携により、新たなコンテンツの共同開発

や当社保有コンテンツの海外展開等も積極的に推進してまいりました。

当第２四半期連結累計期間の経営成績としましては、音楽パッケージ作品の販売数及びライヴ・イベントの

売上増加等により、売上高は463億４百万円(前年同期比35.1％増)、営業利益は26億34百万円(前年同期は営業

損失22億29百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億12百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四

半期純損失32億89百万円)となりました。
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セグメントの経営成績は、以下のとおりであります。

 
① 音楽事業

音楽パッケージ作品の販売数及びライヴ・イベントの売上増加等により、売上高は317億円(前年同期比

72.3％増)、営業利益は38億11百万円(前年同期は営業損失16億83百万円)となりました。

 

② アニメ・映像事業

パッケージ作品の利益率向上により、売上高は48億31百万円(前年同期比0.7％減)、営業利益は５億47百

万円(前年同期比268.9％増)となりました。

 

③ デジタル・プラットフォーム事業

映像配信のコンテンツ原価及び販促宣伝費増加により、売上高は117億10百万円(前年同期比1.6％減)、

営業損失は５億22百万円(前年同期は営業利益３億79百万円)となりました。

 
④ 海外事業

売上高は14億64百万円(前年同期比62.8％増)、営業損失は１億20百万円(前年同期は営業損失３億52百万

円)となりました。

 
⑤ テクノロジー事業

売上高は12億32百万円(前年同期比52.3％増)、営業損失は８億９百万円(前年同期は営業損失６億82百万

円)となりました。

 
⑥ その他

売上高は12億89百万円(前年同期比23.0％増)、営業損失は２億80百万円(前年同期は営業損失37百万円)

となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて106億67百万円減少し、944億38

百万円となりました。これは主に、現金及び預金が96億87百万円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて132億47百万円減少し、335億18百万円となりました。これは主に、未払

金が59億18百万円及び未払法人税等が56億34百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて25億80百万円増加し、609億20百万円となりました。これは主に、利益

剰余金が23億82百万円減少したものの、自己株式が50億48百万円減少(純資産は増加)したことによるものであ

ります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、429億67百万円(前年同

期は184億47百万円)となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、△83億33百万円(前年同期は△49億98百万円)となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益25億36百万円及び減価償却費11億14百万円により資金が増加したものの、法

人税等の支払額58億５百万円及び未払金の減少55億37百万円により資金が減少したことによるものでありま

す。

投資活動によるキャッシュ・フローは、△22億18百万円(前年同期は△13億62百万円)となりました。これは

主に、無形固定資産の取得による支出13億99百万円及び投資有価証券の取得による支出３億62百万円により資

金が減少したことによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、８億37百万円(前年同期は68億57百万円)となりました。これは主

に、配当金の支払額39億66百万円により資金が減少したものの、自己株式の処分による収入52億８百万円によ

り資金が増加したことによるものであります。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 184,631,000

合計 184,631,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2021年11月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,440,100 45,440,100
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

合計 45,440,100 45,440,100 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2021年７月27日 96 45,440 78 4,521 78 5,368
 

(注)　譲渡制限付株式報酬としての有償第三者割当による増加であります。

発行価格　　1,620円

資本組入額 　 810円

割当先　　　当社業務執行取締役３名

当社コーポレート執行役員・執行役員13名
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(5) 【大株主の状況】

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱サイバーエージェント 東京都渋谷区宇田川町40-1 5,500 12.22

日本マスタートラスト信託銀行㈱
(信託口)

東京都港区浜松町2-11-3 5,078 11.28

㈱マックス2000 東京都大田区 2,300 5.11

㈲ティーズ・キャピタル 東京都港区 2,250 5.00

㈱日本カストディ銀行(信託口) 東京都中央区晴海1-8-12 1,647 3.66

3D OPPORTUNITY MASTER FUND
(常任代理人:香港上海銀行東京支
店)

PO BOX 309, UGLAND HOUSE, GRAND CAYMAN, KY1
1104, CAYMAN ISLANDS
(東京都中央区日本橋3-11-1)

1,361 3.02

小　林　敏　雄 東京都港区 1,157 2.57

㈱第一興商 東京都品川区北品川5-5-26 1,020 2.27

林　真　司 東京都世田谷区 710 1.58

GOVERNMENT OF NORWAY
(常任代理人:シティバンク、エ
ヌ・エイ東京支店)

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107 NO
(東京都新宿区新宿6-27-30)

640 1.42

合計 － 21,666 48.13
 

(注) １ 上記のほか当社所有の自己株式421千株があります。

２ ㈱マックス2000は、当社代表取締役会長松浦勝人が代表取締役を務めております。

３ 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、以下のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行㈱(信託口)　　　　　   5,078千株

㈱日本カストディ銀行(信託口)　　　　　　　　　　　 1,647千株

４ 2020年12月３日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、3D Investment Partners Pte. Ltd.

が2020年11月26日現在で以下の株式を所有している旨が記載されておりますが、当社として2021年９月30日現

在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書の内容は、以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

3D Investment Partners Pte. Ltd.
250 North Bridge Road,
#13-01 Raffles City Tower,
Singapore 179101

2,534 5.59
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 － －

421,900

完全議決権株式(その他)
普通株式

449,303 －
44,930,300

単元未満株式
普通株式

－ 一単元(100株)未満の株式
87,900

発行済株式総数 45,440,100 － －

総株主の議決権 － 449,303 －
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式600株(議決権６個)が含まれて

おります。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式48株及び証券保管振替機構名義の株式90株がそれぞれ含まれて

おります。

 

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
エイベックス㈱

東京都港区南青山三丁目
１番30号

421,900 － 421,900 0.93

合計 － 421,900 － 421,900 0.93
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

エイベックス株式会社(E02453)

四半期報告書

 9/23



第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 52,654 42,967

  受取手形及び売掛金 14,120 14,868

  商品及び製品 1,366 1,198

  番組及び仕掛品 4,652 4,151

  原材料及び貯蔵品 300 279

  その他 11,904 11,309

  貸倒引当金 △281 △291

  流動資産合計 84,716 74,484

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,082 1,174

   土地 1,548 1,548

   その他（純額） 479 432

   有形固定資産合計 3,110 3,156

  無形固定資産 3,864 3,804

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,143 6,823

   その他 6,320 6,405

   貸倒引当金 △49 △235

   投資その他の資産合計 13,414 12,994

  固定資産合計 20,389 19,954

 資産合計 105,105 94,438

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,457 2,071

  1年内返済予定の長期借入金 54 4

  未払金 18,341 12,423

  未払法人税等 6,040 406

  賞与引当金 500 452

  返品引当金 2,892 2,787

  ポイント引当金 37 49

  偶発損失引当金 225 125

  その他 15,588 13,637

  流動負債合計 45,138 31,956

 固定負債   

  長期借入金 4 2

  退職給付に係る負債 390 415

  その他 1,231 1,144

  固定負債合計 1,626 1,561

 負債合計 46,765 33,518
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,443 4,521

  資本剰余金 5,171 5,416

  利益剰余金 50,209 47,826

  自己株式 △5,655 △607

  株主資本合計 54,168 57,158

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,120 1,075

  繰延ヘッジ損益 0 0

  為替換算調整勘定 △119 △130

  退職給付に係る調整累計額 135 39

  その他の包括利益累計額合計 1,137 985

 新株予約権 119 88

 非支配株主持分 2,914 2,687

 純資産合計 58,339 60,920

負債純資産合計 105,105 94,438
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 34,279 46,304

売上原価 23,060 28,797

売上総利益 11,218 17,507

販売費及び一般管理費   

 広告宣伝費 1,840 2,399

 販売促進費 490 589

 従業員給料及び賞与 3,411 3,531

 賞与引当金繰入額 10 450

 退職給付費用 253 46

 その他 7,441 7,854

 販売費及び一般管理費合計 13,447 14,872

営業利益又は営業損失（△） △2,229 2,634

営業外収益   

 受取利息 5 9

 受取配当金 1 10

 補助金収入 12 28

 為替差益 － 27

 その他 32 17

 営業外収益合計 52 93

営業外費用   

 支払利息 35 5

 持分法による投資損失 292 21

 投資事業組合運用損 1 2

 その他 51 76

 営業外費用合計 380 105

経常利益又は経常損失（△） △2,557 2,623

特別利益   

 偶発損失引当金戻入額 － 57

 雇用調整助成金 263 41

 新株予約権戻入益 － 29

 その他 － 17

 特別利益合計 263 145

特別損失   

 災害による損失 ※1  826 ※1  221

 投資有価証券評価損 － 10

 特別損失合計 826 231

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,120 2,536

法人税、住民税及び事業税 621 235

法人税等調整額 △832 580

法人税等合計 △210 815

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,910 1,721

非支配株主に帰属する四半期純利益 379 108

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△3,289 1,612
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,910 1,721

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,072 △60

 為替換算調整勘定 17 △11

 退職給付に係る調整額 77 △93

 持分法適用会社に対する持分相当額 10 13

 その他の包括利益合計 2,177 △152

四半期包括利益 △732 1,569

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,111 1,460

 非支配株主に係る四半期包括利益 379 108
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△3,120 2,536

 減価償却費 1,407 1,114

 災害による損失 826 221

 賞与引当金の増減額（△は減少） △492 △48

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 119 △107

 受取利息及び受取配当金 △6 △19

 支払利息 35 5

 持分法による投資損益（△は益） 292 21

 売上債権の増減額（△は増加） 7,228 △744

 棚卸資産の増減額（△は増加） 130 689

 未払金の増減額（△は減少） △10,993 △5,537

 その他 △84 △734

 小計 △4,657 △2,602

 利息及び配当金の受取額 6 37

 利息の支払額 △36 △3

 法人税等の還付額 128 41

 法人税等の支払額 △439 △5,805

 営業活動によるキャッシュ・フロー △4,998 △8,333

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △64 △257

 無形固定資産の取得による支出 △1,204 △1,399

 投資有価証券の取得による支出 △30 △362

 その他 △63 △200

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,362 △2,218

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 10,000 －

 長期借入れによる収入 90 －

 長期借入金の返済による支出 △1,547 △52

 リース債務の返済による支出 △23 △20

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 自己株式の処分による収入 31 5,208

 配当金の支払額 △1,089 △3,966

 非支配株主への配当金の支払額 △604 △331

 財務活動によるキャッシュ・フロー 6,857 837

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 490 △9,687

現金及び現金同等物の期首残高 17,956 52,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  18,447 ※1  42,967
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

当第２四半期連結会計期間において、バーチャル・エイベックス㈱を新たに設立したため、連結の範囲に含め

ております。　

 
(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、従来顧客か

ら受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引

いた純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は672百万円減少し、売上原価は683百万円減少しております。

なお、利益剰余金の当期首残高に与える影響額は軽微であります。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号　2020年３月31日)第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第10号　2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて)

当社は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴い、ライヴ・イベントの開催を自粛しているため、当

社グループの業績に影響を与えております。

そのため、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響は、2021年度下期から緩やかに回復していくと仮

定し、会計上の見積りを行っております。

なお、この仮定については、前連結会計年度から重要な変更はありません。

 
(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」(実務

対応報告第39号　2020年３月31日)第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計

基準適用指針第28号　2018年２月16日)第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１ 災害による損失

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に伴う貸倒引当金繰入額及びライヴ・イベントの開催自粛等によ

る損失並びに従業員に対して支給した休業補償であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、以下のと

おりであります。

(単位：百万円)

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
 (自 2020年４月１日 (自 2021年４月１日

 至 2020年９月30日) 至 2021年９月30日)

現金及び預金 18,447 42,967

現金及び現金同等物 18,447 42,967
 

 

EDINET提出書類

エイベックス株式会社(E02453)

四半期報告書

17/23



 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,088 25.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

 

(注) 2020年６月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、従業員持株会信託型ESOP信託口が保有する当社株式

に対する配当金１百万円が含まれております。

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月５日

取締役会
普通株式 1,091 25.00 2020年９月30日 2020年12月３日 利益剰余金

 

(注) 2020年11月５日取締役会決議による配当金の総額には、従業員持株会信託型ESOP信託口が保有する当社株式に対

する配当金０百万円が含まれております。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 3,975 96.00 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月４日

取締役会
普通株式 1,125 25.00 2021年９月30日 2021年12月２日 利益剰余金

 

 

３ 株主資本の著しい変動

当社は、2021年５月27日開催の取締役会決議に基づき、2021年６月14日付で、㈱サイバーエージェントを割当

先とした第三者割当による自己株式3,500千株の処分を行っております。

この処分等により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が5,048百万円減少し、当第２四半期連結会

計期間末において自己株式が607百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

         (単位：百万円)

 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注)３

 音楽事業
アニメ・
映像事業

デジタ
ル・プ
ラット
フォーム
事業

海外事業
テクノロ
ジー事業

小計

売上高           

外部顧客への売上高 16,405 3,890 11,863 896 809 33,864 415 34,279 － 34,279

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,988 973 37 3 － 3,003 633 3,636 △3,636 －

合計 18,393 4,864 11,900 900 809 36,867 1,048 37,916 △3,636 34,279

セグメント利益又は損
失(△)

△1,683 148 379 △352 △682 △2,189 △37 △2,227 △2 △2,229
 

 (注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおり

ます。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△２百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

         (単位：百万円)

 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注)３

 音楽事業
アニメ・
映像事業

デジタ
ル・プ
ラット
フォーム
事業

海外事業
テクノロ
ジー事業

小計

売上高           

顧客との契約から生
じる収益

27,322 4,357 11,337 1,414 1,232 45,664 640 46,304 － 46,304

外部顧客への売上高 27,322 4,357 11,337 1,414 1,232 45,664 640 46,304 － 46,304

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,377 474 373 50 － 5,276 649 5,925 △5,925 －

合計 31,700 4,831 11,710 1,464 1,232 50,940 1,289 52,230 △5,925 46,304

セグメント利益又は損
失(△)

3,811 547 △522 △120 △809 2,906 △280 2,626 8 2,634
 

 (注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ベンチャー投資事業等を含んで

おります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額８百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２　報告セグメントの変更等に関する事項

「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　(会計方針の変更)」に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したた

め、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高は、「音楽事業」で473百万

円、「アニメ・映像事業」で11百万円及び「デジタル・プラットフォーム事業」で202百万円それぞれ減少し

ておりますが、各事業におけるセグメント利益又は損失に影響はありません。また、「テクノロジー事業」

の売上高は14百万円増加、セグメント損失は10百万円減少しております。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　

(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額(△)

△75.53円 37.03円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△3,289 1,612

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(百万円)

△3,289 1,612

普通株式の期中平均株式数(千株) 43,547 43,538

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 37.02円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) － 17

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注) １ 前第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純損失金額の算定上、従業員持株会信託型ESOP信託口に残存す

る当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期

間41千株であります。

　　 ２ 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第35期(2021年４月１日から2022年３月31日まで)中間配当について、2021年11月４日開催の取締役会におい

て、2021年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、以下のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

(1) 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　 　  1,125百万円

(2) １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　   　 25.00円

(3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日      2021年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2021年11月8日
 

エイベックス株式会社

取締役会  御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ

東京事務所

 
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 後   藤   英   俊 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原   　   康   二 印

 

 
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエイベックス株式

会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日

まで）及び第2四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エイベックス株式会社及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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